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近
代
日
本
の
政
教
関
係
に
つ
い
て
の
戦
後
の
研
究
の
出
発
点
に
な
っ
た
の
は
「
神
道
指
令」
で
あ
る。
「
神
道
指
令」
を
肯
定
的
に
見

る
研
究
者
は、

そ
の
中
に
現
わ
れ
て
い
る
昭
和
期
の
政
教
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
を、

近
代
日
本
の
政
教
関
係
全
体
へ
と
発
展
さ
せ
る
形

で
研
究
を
進
め
て
き
た
（
そ
れ
は、
東
京
裁
判
の
判
決
が
満
州
事
変
以
降
の
日
本
の
行
動
に
対
す
る
解
釈
と
告
発
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

そ
の
結
論
を
受
け
入
れ
た
研
究
者
た
ち
が、
そ
の
対
象
を
幕
末•
明
治
維
新
以
降
の
日
本
に
ま
で
拡
大
し
た
の
と
軌
を一
に
し
て
い
る）。
「
神
道

指
令」
を
批
判
的
に
見
る
研
究
者
は、

両
者
を
否
定
あ
る
い
は
是
正
す
る
た
め
に
研
究
を
進
め
て
き
た。
こ
の
よ
う
に
し
て
半
世
紀
近
く

が
経
過
し
た。

こ
の
分
野
の
研
究
を
今
後
い
っ
そ
う
前
進
さ
せ
る
た
め
に
現
時
点
で
必
要
な
作
業
は、

先
ず
研
究
史
を
整
理
す
る
こ
と
で
は
な
い
か、

と
筆
者
は
考
え
て
い
る。
言
い
換
え
れ
ば、

戦
後
の
研
究
の
中
で
現
わ
れ
た、

近
代
日
本
の
政
教
関
係
に
つ
い
て
の
主
要
な
解
釈
の
特
徴

や
相
違
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る。
そ
れ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば、

今
後
の
研
究
は、

主
要
な
論
点
を
見
過
ご
し
た
り、

過
去
の

業
績
を
踏
ま
え
な
い
恣
意
的
な
議
論
の
堂
々
巡
り
と
な
っ
た
り、

先
入
観
に
基
づ
い
た
的
は
ず
れ
の
批
判
に
陥
っ
た
り
し
て
し
ま
う
よ
う

に
思
わ
れ
る。

本
稿
は
筆
者
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
し
た
作
業
の一
部
で
あ
り、
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
著
作
を
年
代
順
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て、

戦
前
の
日
本
の
政
教
関
係
に
つ
い
て
の
彼
の
解
釈
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る。

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は、

米
国
出
身
で、

の
伝
道
に
従
事
し
た。

は
じ
め
に

一
九
四一
年
に
帰
国
し
た
が、

日
本
の
敗
戦
後、

占
領
軍
通
訳
と
し
て
再
び
来
日
し、
一
九
四
六
年
か
ら
四
八
年

••
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…·
七＿
ハ

一
九
三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
を
卒
業
し
た
後、
日
本
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教

695 

鵬—-



W· p・ウッダードの「国体狂信主義」論（新田）

げ
ら
れ、

国
営
化
さ
れ、

I

I

ま
で
G
H
Q
民
間
情
報
教
育
局
宗
教
課
に
勤
務
し、

法
人
法
の
起
草
に
関
係
し
た。

w
.

K
・
バ
ン
ス
宗
教
課
長
の
下
で
特
別
企
画
調
査
官
と
し
て
活
躍
し、

特
に
宗
教

一
九
五
三
年
に
三
度
目
の
来
日
を
し、

翌
年
に
国
際
宗
教
研
究
所
を
創
設
し
て、

年
ま
で
所
長
を
務
め、

国
際
的
な
宗
教
の
協
力
と
理
解
に
努
力
し
た。

彼
の
研
究
活
動
の
中
心
テ
ー
マ
は、

自
ら
が
勤
務
し
た
G
H
Q
民
間
情
報
教
育
局
宗
教
課
の
活
動、

お
よ
び
実
施
過
程
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た。

こ
の
研
究
に
お
い
て
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は、
「
神
道
指
令」

に
関
す
る
歴
史
的
事
実
の
解
明

に
努
め
た
だ
け
で
な
く、

そ
れ
が
廃
絶
の
対
象
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
表
明
し、

の
意
義
を
説
い
た。

本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は、

こ
の
ウ
ッ
ダ
ー
ド
独
自
の
見
解
で
あ
る。

彼
が
そ
の
見
解
を
最
初
に
表
明
し
た
の
は、

昭
和
四
0
年
九
月
に、

＇
 I

!

I
＇
 

と
り
わ
け
「
神
道
指
令」

の
起
草

そ
の
見
解
に
依
拠
し
て
「
神
道
指
令」

ア
メ
リ
カ
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
で
開

か
れ
た
「
一
九
四
五
年
以
降
の
神
道」

と
題
す
る
国
際
会
議
に
お
い
て、
"
The
Occu
pati
on
 and
 Shrine
 S
hinto"
と
い
う
テ
ー
マ
で

発
表
を
行
っ
た
時
で
あ
っ
た。

こ
の
後、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
お
い
て
部
分
的
に
触
れ
て
は
い
る
が、

体
系
的
に
述
べ
た
の
は、

以
下

―
つ
は、

国
際
宗
教
研
究
所
発
行
の
『
国
際
宗
教
ニ
ュ
ー
ズ』

に
掲
載
さ
れ
た
阿
部
美
哉
氏
訳
の

「
連
合
軍
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」

と
題
す
る
論
文
で
あ
る。

も
う―
つ
は、

死
去
の
前
年
に
あ
た
る
一

九
七
二
年
に
上
梓
し
た凸(
T
he

A
llied
 Occupatio
n
 of
 Ja
pan
 1
9
4
5
-
1
9
5
2
 a
nd
 Ja
panese
 Re
ligi
ons"
と
題
す
る
芋之
書
で
あ
る
（
こ
れ
は、

彼
の
研
究
の
集
大
成
で
あ

り、
「
神
道
指
令」
の
起
草
・
実
施
過
程
に
つ
い
て
の
内
部
資
料
を
駆
使
し
た
画
期
的
な
研
究
で
あ
っ
た）。

そ
れ
で
は、

以
上
の
三
つ
の
資
料
を
順
次
検
討
し
て
い
く
と
い
う
方
法
で、

彼
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る。

占'

T
h
e

O
c
c
u
p
a
ti
o
n
 a
n
d
 S
hri
n
e
 S
h
nt
o"

に
お
け
る

「
国
体
狂
信
主
義」

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は、

先
ず
独
自
の
見
解
を
表
明
す
る
前
提
と
し
て、

神
社
神
道
を
含
め
た
宗
教
や
宗
教
団
体
に
関
す
る
合
衆
国
の
占
領
政

(

1
)
 

策
全
体
は、

次
の
二
点
に
要
約
で
き
る
と
述
べ
て
い
る。

信
教
の
自
由
の
確
立
と、

教
会
と
国
家
と
の
分
離。

…•••
こ
の
こ
と
は、

神
社
の
非
国
教
化
と、

あ
ら
ゆ
る
形
で
の
政
府
の

宗
教
の
領
域
か
ら
の
軍
国
主
義
と
超
国
家
主
義
の
排
除
で
あ
る。

…
…
そ
れ
は、

軍
国
主
義
や
超
国
家
主
義
が
宗
教
の
仮
面

の
下
に
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た。

こ
の
点
に
つ
い
て、

合
衆
国
の
政
策
立
案
者
た
ち
が、

こ
の
よ

う
な
根
本
方
針
を
立
案
し
た
時
に、

主
と
し
て
神
社
神
道
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る。

し
か
し
ま
た、

戦
争
直

前
の
い
く
つ
か
の、

最
も
急
進
的
で
右
翼
に
指
導
さ
れ
た
暗
殺
の
陰
謀
や
「
事
件」

に、

日
蓮
宗
が
宗
教
的
背
漿
を
提
供
し
て

い
た
こ
と
に、

彼
ら
が
気
づ
い
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る。
(
16
1
17
頁）

そ
の
よ
う
な
政
策
を
持
っ
た
合
衆
国
か
ら
の
指
令
を
受
け
て、

占
領
軍
は
「
神
道
指
令」

を
作
成
し
た。

そ
の
際、
「
神
道
指
令」

は

「
神
社
神
道」
に
つ
い
て
二
つ
の
仮
定
に
立
っ
て
い
た、

と
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
言
う。

ま
ず
第一
に、
「
神
道
指
令」

は
基
本
的
な
仮
定
と
し
て、

神
社
神
道
自
体
は
政
治
的
に
も、

社
会
的
に
も
無
害
な
宗
教
で
あ
り、

そ
の
他
の
信
仰
と
同
じ
く、

存
在
権
を
有
す
る
日
本
人
の
正
当
な
信
仰
で
あ
る
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
た。

占
領
期
間
中、

こ
の
仮

定
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
一

度
も
な
か
っ
た。

第
二
に、
「
神
道
指
令」

は、

神
社
は
そ
れ
が
正
統
に
属
す
べ
き
民
衆
か
ら
取
り
上

一
方
で
は、
「
神
聖
な」

天
皇
や
「
神」

国
と
い
う
空
想
的
な
考
え
を
支
え
る
よ
う
に
政
府
に
よ
っ
て
操

2
)
 神
道
に
対
す
る
援
助
の
廃
止
を
意
味
し
た。
f
16
頁）

(

1
)
 

ー
し’_-
[
＇

の
二
つ
の
著
作
に
お
い
て
で
あ
る。

論

一
九
五
六
年
か
ら
六
六
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よ
う
に
批
判
し
て
い
る。

(
4)

公
費
に
よ
っ
て
全
面
的
に、

あ
る
い
は
部
分
的
に
賄
わ
れ
て
い
る
全
て
の
事
務
所、

学
校、

研
究
所、

組
織、

建
物
に、

神

棚
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
神
道
の
物
的
象
徴
を
置
く
こ
と、

、

新
任
や
政
府
の
状
況
を
報
告
す
る
た
め
に、

あ
る
い

日
本
政
府・
都
道
府
県・
市
町
村
の
官
吏
が、

公
の
資
格
に
お
い
て

は
政
府
の
代
表
と
し
て
儀
式
や
慣
行
に
参
加
す
る
た
め
に
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と、

超
国
家
主
義
的・
軍
国
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
宣
伝
と
弘
布。
(

22
1
23
頁）

I 

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は、
「
神
道
指
令」
が
禁
止
の
対
象
と
し
た
「
明
治
維
新
以
来
徐
々
に
発
展
し
て
き
た
或
る
種
の
慣
行」
を
「
国
体
狂
信

そ
れ
は
宗
教
学
者
・
加
藤
玄
智
が
「
国
体
神
道」
と
呼
ん
だ
も
の
と
同一
で
あ

主
義
〈Sta
te
Cult〉」
と
命
名
し、
こ
の
時
点
で
は、

冦。
そ
し
て、
こ
の
「
国
体
狂
信
王
義」
と
「
国
家
神
道
〈State
Shinto>」
「
神
社
神
道
〈
Shrin
eShinto
〉」
と

る
と
認
識
し
て
い

は
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た。

と
こ
ろ
が、
「
神
道
指
令」
の
起
草
者
や
解
釈
者
は、
そ
の
よ
う
な
区
別
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て、

次
の

神
道
指
令
に
お
い
て
は、
こ
れ
ら
（

指
令
に
列
挙
さ
れ
た
禁
止
事
項
11
引
用
者
註）
は
全
て
国
家
神
道
と
見
な
さ
れ
て
い
る。

一
視
さ
れ
て
い
る
た
め、

暗
黙
の
う
ち
に、

以
上
の
慣
行
の
全
て
が
神
社

「
神
道
指
令」
に
お
い
て
は
国
家
神
道
が
神
社
神
道
と
同

、
、
、
、

し、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る。
実
際、
こ
れ
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る。
た
と
え
ば、

政
府
が
公

政
府
研
「
国

神
道
の一
部
を
構
成
し
て
い
る。
し
か

文
書
に
豆
い
で
「
大
東
亜
戦
争」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
こ
と
が、

神
社
神
道
と
何
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

依

案
義』

字
が
な
書
物
を

誓
し
た
か
否
か
が、

神
社
神
道
に
対
し
て
何
の
違
い
を
生
み
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
？・

神
社
神
道

っ
て
存
在
し
て
き
た
し、

現
在
も
そ
れ
な
し
に
十
分
に
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
（
ニ

は
こ
の
書
物
な
し
に
何
世
紀
に
も
わ
た

三
頁）

そ
れ
で
は、

彼
が
言
う
「
国
体
狂
信
王
義」
と
「
国
家
神
道」
「
神
社
神
道」
の
基
本
的
な
違
い
は
何
な
の
か。
そ
れ
ら
を
区
別
す
る

こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か。
こ
の
疑
問
を
予
想
し
て、

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

(
6
 

(
5
 

ぃ
夕

に
お
け
る
使
用、

(
3
 

そ
の
他
類
似
の
日
本
の
軍
国
主
義
や
超
国
家
主
義
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
用
語
の
公
文
書

(

2
)
 

そ
れ
に
類
似
し
た
全
て
の
書
物、
そ
の
解
説
書
や
解
釈
書、
の
政
府
に
よ
る
配
布、

1)

 学
校
が
行
う
強
制
的
神
社
参
拝、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

『
国
体
の
本
義」
『
臣
民
の
道』、

「
大
東
亜
戦
争」
「
八
紘一
宇」、

神
道
指
令
に
掲
げ
ら
れ
た
順
に
述
べ
れ
ば
こ
れ
ら
の
禁
止
さ
れ
た
慣
行
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る。

え
ば、
文
部
省
に
よ
っ
て
主
と
し
て
普
及
さ
れ、

国
体
神
道
と
呼
ば
れ
る
べ
き
世
俗
的
宗
教

ー
の一
部
を
構
成
し
た。

よ
う
に
述
べ
て
い
る。

と
を
禁
じ
た
こ
と」
(

22
頁）
で
あ
っ
た。

っ
た。

作
さ
れ、

他
方
で
は、

過
激
論
者
た
ち
に
よ
っ
て、

彼
ら
の
野
心
的
な
超
国
家
主
義
的・
軍
国
主
義
的
目
的
を
達

用
さ
れ
た
と
い
う
仮
定
に
立
っ
て
い
た。
(
21
頁）

こ
の
二
つ
の
仮
定
に
立
っ
て、
「
神
道
指
令」
は
二
つ
の
こ
と
を
実
施
し
た、
と
彼
は
言
う。
そ
の
第一
は、
「
人
心
を
非
軍
国
主
義
化

し、

日
本
社
会
を
民
主
化
す
る
た
め
に
は、

神
社
と
政
府
を
分
離
し、

神
社
を
民
衆、

即
ち
神
社
信
仰
者
に
返
す
こ
と」
(
21
頁）
で
あ

も
う―
つ
は、
「
明
治
維
新
以
来
徐
々
に
発
展
し
て
き
た
或
る
種
の
慣
行
に、

政
府
が
参
加
す
る
こ
と、

あ
る
い
は
援
助
を
与
え
る
こ

そ
し
て、
こ
の
「
神
道
指
令」
が
禁
止
の
対
象
と
し
た
「
明
治
維
新
以
来
徐
々
に
発
展
し
て
き
た
或
る
種
の
慣
行」
に
つ
い
て、

次
の

こ
れ
ら
の
慣
行
は、

私
が
「
国
体
狂
信
主
義
〈
State
Cult〉」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
だ
と
信
じ
て
い
る
も
の

I
加
藤
博
士
に
従

成
す
る
た
め
に
悪

699 

698 9,
li
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う
に
説
明
し
て
い
る。

" 

罰

一
璽＝
＂
＂·
匡__

 1-―

 

国
家
神
道
（
神
社
神
道）
〈
State
Shinto
 (Shrine
 Shinto)〉
と
い
う
用
語
と
国
体
狂
信
主
義
〈
State
Cult〉
と
い
う
用
語
の

意
味
の
違
い
を
簡
単
な
言
葉
で
言
え
ば
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？・

国
家
神
道
は、

単
に、

内
務
省
神
祇
院
の
管
轄
下
に
あ
っ
た、

構
成
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い。
国
家
神
道
は
今
日
存
在
し
な
い。
そ
れ
は、
も
は
や
神
社
が
国
家
の
神
社
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る。

も
し
も
神
社
が
再
び
国
有
化
さ
れ
る
な
ら
ば、

国
家
神
道
も
自
動
的
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る。
し
た
が
っ
て、

神
社
が
国
有
化
さ

れ
て
い
た
間、

国
家
神
道
は
神
社
神
道
の
信
仰
と
慣
行
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た。
事
実
上、

当
時、

両
者
の
意
味
は
ま
っ
た
く
同
じ

も
の
で
あ
っ
た。

し
か
し
な
が
ら、

国
体
狂
信
主
義
は、

、
、
、

そ
の
存
在
理
由
が
神
祇
院
で
は
な
く
政
府、
主
に
文
部
省
に
由
来
し、

特
殊
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
受
容
と
よ
く
整
え
ら
れ
た
あ
る
種
の
慣
行
の
遵
守
と
を
要
求
す
る
特
定
の
法
規
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
た。
そ
れ
は
か
な
り

多
く
の
神
社
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
神
社
慣
行
を
含
ん
で
い
た
が、

必
ず
し
も
そ
の
全
部
を
含
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く、

決
し
て
神
社

神
道
と
同一
の
も
の
で
は
な
か
っ
た。

過
激
論
者
た
ち
に
よ
っ
て
国
民
に
強
制
さ
れ
た
慣
行
を
含
ん
だ、
「
国
家
神
道」

ち
が、

国
体
狂
信
王
義、

大
文
字
の、

国
体
神
道
〈
Kokutai
Shinto〉、

あ
る
い
は、

帝
国
神
道
〈I
mperial
Shinto〉
と
い
う

よ
う
な
用
語
を
用
い
る
な
ら
ば、

問
題
は
非
常
に
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る。
そ
う
す
れ
ば、

国
家
神
道
や
国
家
的
神
道
〈
State

S
hinto
 and
 Sational
 Shinto〉
と
い
う
用
語
は、

神
社
が
国
有
化
さ
れ
て
い
た
時
期
の
神
社
や
神
社
神
道
の
信
仰
を
指
す
用
語

と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
と
な
る。
こ
の
区
別
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
存
在
し、

戦
後
の
公
文
書
や
公
式
声
明
に
お
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば、

占
領
軍
は
神
社
神
道
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
日
本
人
が
考
え
た
り、

想
像

し
た
り
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し、

今
日、

私
た
ち
が
こ
の
研
究
分
野
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
書
く
場
合
に、
そ
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
(
23
|
24
頁）

さ
て、
そ
れ
で
は、
「
国
体
狂
信
主
義」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。
そ
れ
に
つ
い
て、

こ
の
指
令
が
行
っ
た
こ
と
は、

最
近
の
八
0
年
間
（一
八
七
ニ
ー一
九
四
五）

「
国
体
崇
拝」
〈â
＾
Cu
lt
of
 E
mperor
 Wors
hip"
 or
 
"
State
 W
orship"
〉

対
す
る、

政
府
の
支
援、

援
助、

永
続
化、

弘
布
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た。

そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て、

神
社
神
道
の
信
仰
は
国
家
神
道
と
な
っ
た。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
た
の
で
は
な
い。

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

と
な
っ
た
が、

国
体
狂
信
主
義
そ
の
も
の
に
な

ら
れ
た
こ
と
で
あ
り、

そ
こ
で
は、

天
皇
は
「
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス」
と
述
べ
ら
れ
た。
こ
の
条
文
は、

国
体
狂
信
主
義
の

基
礎
的
な
敦
義
と
な
っ
た。
第
三
段
階
は、

教
育
勅
語
の
発
布
で
あ
り、
そ
れ
は
国
体
狂

信王
義
の
基
礎
的
な
教
典
の一
っ
と
な
り、

日
本
人
全
体
と
い
う
見
地
か
ら
し
て、

他
の
如
何
な
る
宗
教
の
如
何
な
る
教
典
よ
り
も
神
聖
な
も
の
と
な
っ
た。

以
上、
占[
The
Occupation
 and
 Shrine
 Shinto"
·か
ら、

そ
れ
以
前
か
ら
国
有
化
さ
れ
て
い
た
神
社
の
信
仰
と
慣
行
と
か
ら

の
こ
の
側
面
に
つ
い
て
書
く
場
合
に、

学
者
た

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
次
の
よ

の
内
に
―
つ
の
「
天
皇
崇
拝
主
義」、

あ
る
い
は

へ
と
発
展
し
た
あ
る
種
の
慣
行
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

こ
の
過
程
の
第一
段
階
は
神
社
の
国
有
化
で
あ
り、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
た
が
っ
て、

神
社
も
神
社
神
道
も
国
体
狂
信
主
義
の一
部

こ
の
過
程
の
第
二
段
階
は、

を
引
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
が、
こ
こ
で
そ
の
要
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い。

明
治
憲
法
に
第
三
条
が
取
り
入
れ

ウ
ッ
ダ
ー
ド
が
「

国
体
狂
信
主
義」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
主
要
な
部
分

占
領
軍
が
「
神
道
指
令」
に
よ
っ
て
廃
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
「
国
体
狂
信
主
義」
で
あ
り、
そ
れ
と
そ
の一
部
を
構
成
し
た

「
国
家
神
道」
や
「

神
社
神
道」
と
は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

（
二）

「
国
体
狂
信
主
義」
は
「
神
祗
院
で
は
な
く
政
府、
主
に
文
部
省
に
由
来
し、

特
殊
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
受
容
と
よ
く
整
え
ら
れ

た
あ
る
種
の
慣
行
の
遵
守
と
を
要
求
す
る
特
定
の
法
規
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
た」。
そ
れ
は
加
藤
玄
智
の
説
い
た
「
国
体
神
道」
と

同一
の
も
の
で
あ
る。

�’��;，＇」'�9

私
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る。
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口
「
国
家
神
道」
と
は 、

神
社
が
国
有
化
さ
れ
て
い
た
状
態
を
言
い 、
そ
の
期
間
に
お
い
て
は
「
国
家
神
道」
と
「
神
社
神
道」
と

「
国
体
狂
信
主
義」
は
明
治
維
新
以
降
徐
々
に
発
展
し
て
き
た
慣
行
で
あ
り 、
そ
の
第一
段
階
は
神
社
の
国
有
化 、

第
二
段
階
は

「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス」
と
し
た
帝
国
憲
法
の
発
布
で
あ
り 、

第
三
段
階
は
教
育
勅
語
の
発
布
で
あ
っ
た 。

以
上
の
よ
う
な
「
国
体
狂
信
主
義」
に
対
す
る
解
釈
は 、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。

本
節
に
お
い
て
は 、

＾^
The
Occupation
 and
 Shrine
 Shinto"
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
体
狂
信
主
義」
論
が 、

「
連
合
軍
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る 。
こ
の
論
文
は
後
の ^̂
The

(
3)

 

Occupation
 of
 Japan
 1
9
4
5-

1
9
5
2
 and
 Japanese
 Religions"
の
「
芦H
禍
の一
叩中
に
4
3

tc
ス
L
も
の」
で・
あ
る 。

こ
の
論
文
に
お
い
て
は 、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
体
狂
信
主
義」
論
が
か
な
り
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に 、

大
幅
に
訂
正
さ
れ

て
い
る 。
そ
の
こ
と
を 、
「
国
体
狂
信
主
義」
の
出
現
過
程
に
対
す
る
解
釈
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る 。

こ
の
論
文
で
彼
は 、
「
国
体
狂
信
主
義」
が
明
治
維
新
以
降
徐
々
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
修
正
し
て 、

近
代
に
お
け
る

神
道
の
展
開
に
か
な
り
の
断
絶
を
認
め
る
に
い
た
っ
た 。
具
体
的
に
言
え
ば 、
「
国
体
狂
信
主
義」
は
神
社
の
国
有
化 、

帝
国
憲
法
の
発

布 、

教
育
勅
語
の
下
賜
と
い
う
段
階
を
経
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も 、
「
復
古
神
道」
か
ら
「
国
体
神
道」
へ 、
「
国
体
神

そ
れ
で
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
道
に
つ
い
て
彼
が
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う 。
先
ず 、
「
復
古
神
道」
に
つ
い
て 、

彼

復
古
神
道
が
日
本
の
皇
室
を
い
た
だ
く
近
代
的
治
世
を
建
設
す
る
う
え
に
は
た
し
た
役
割
に
は
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た 。
故
岸
本 、

脇
本
両
教
授
に
よ
れ
ば 、

国
学
復
古
神
道
は 、
「
王
道
の
原
理
か
ら
合
理
的
に
尊
王
を
根
拠
づ
け
る
儒
教
的
行
き
か
た
と
は
別
に 、

皇
裔
と
し
て
の
天
皇
そ
の
人
を
絶
対
視
し
て 、

直
接
宗
教
的
崇
拝
を
捧
げ
よ
う
と
す
る
も
の」
で
あ
り 、
こ
の
「
宗
教
性
と
政
治
性

と
を
備
え
た
思
想
体
系
が 、
ひ
と
た
び
政
治
的
場
面
に
お
い
て
現
実
化
す
る
と 、

本
来
の
宗
教
的
性
格
の
故
に 、

極
め
て
情
熱
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伴
う」
こ
と
に
な
っ
た
が 、
「
篤
胤
ま
で
の
国
学
復
古
神
道
に
診
て
は 、

尊
王
論
は 、

未
だ
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的
立
場

に
と
ど
ま
っ
て
い
た」
の
で
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、

国
体
論
者
が一
八
世
紀
の
国
学
者
の
思
想
を
継
承
し
て
も 、
こ
れ
を
天
皇
崇
拝

を
教
義
と
す
る
純
粋
な
宗
教
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る 。
(-
九
頁）

復
古
神
道
を
継
承
す
る
神
道
思
想
の
な
か
に
は 、

天
皇
制
を
重
視
す
る
あ
ま
り 、
天
皇
な
く
し
て
神
道
の
存
在
は
あ
り
え
な
い
と

考
え 、
し
か
も
天
皇
は
即
ち
国
家
で
あ
る
と
い
う
信
条
に
立
脚
す
る
も
の
が
あ
っ
た 。
こ
の
よ
う
な
神
道
思
想
こ
そ 、

国
体
神
道
の

復
古
神
道
の
継
承
者
た
ち
は 、

明
治
時
代
以
降 、

天
皇
の
人
格
を
絶
対
化
し 、

そ
の
宗
教
的
教
説
を
政
治
上
の
主
義
に
転
化
し 、

国
体
狂

信芸
義
を
で
っ
ち
あ
げ
て
強
制
的
に
国
民
全
体
に
押
し
つ
け
た 。
周
到
な
諸
方
策
に
導
か
れ
て 、

元
来
宗
教
思
想
で
あ
っ
た

尊
王
思
想
が
天
皇
を
絶
対
と
す
る一
君
万
民
的
な
国
家
体
制
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。

国
体
神
道
と
い
う
言
葉
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か 、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
も 、

大
正
末
期
に 、

高
名
な
加
藤
玄
智
博
士
が 、

政
府
の
行
政
区
分
に
し
た
が
っ
て 、

神
道
を
教
派
神
道
と
国
家
的
神
道
の
二
種
に
大
別
し 、
さ
ら
に
国

家
的
神
道
を
神
社
神
道
と
国
体
神
道
に
区
別
さ
れ
た
あ
た
り
が
最
初
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
ち
な
み
に 、

教
派
神
道
は
文
部
省

名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る 。
（一
九
頁）

次
に 、
「
国
体
神
道」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 。

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 。

�

r�

―�

,�
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道」
か
ら
「
国
体
狂
信
主
義」
へ
と
い
う
逸
脱
的
成
長
の
結
果
と
し
て
出
現
し
た
と
考
る
よ
う
に
な
っ
た 。

「
連
合
軍
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」

四 は
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た 。

に
お

け
る

ぶ

「
国
体
狂
信
主
義」

論

、

ー

—

i
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3

御
真
影
な
い
し
御
真
影
堂
の
礼
拝、

皇
居
の
遥
拝。

こ
と。

設
定、
（
ハ
）
「
国
体
の
本
義」、
「
臣
民
の
道」

等、

政
府
の
刊
行
配
布
す
る
文
献
の
示
す
教
説、

お
よ
び
「
国
体」、
「
八
紘

一

宇」

な
ど、

政
府
が
公
に
唱
導
す
る
標
語
を、

没
批
判
的
に
摂
受
し、

好
戦
的
な
ふ
く
み
を
も
っ
て
献
身
的
に
実
践
す
る

(
1

 

つ
ぎ
に、

学
校
を
中
心
と
す
る
も
の
と
し
て

(
6
 こ

と。

こ
れ
は、

こ
と
に
戦
争
中、

強
制
的
に
お
こ
な
わ
れ
た。

5
)
 

4

 

(

3
)
 

(
2
 

II 

宗
教
局、

神
社
神
道
は
内
務
省
神
社
局、

国
体
神
道
は
文
部
省
学
校
教
育
局
の
管
轄
に
な
っ
て
い
た。

加
藤
博
士
の
説
に
よ
れ
ば、

国
体
神
道
は、

明
治
天
皇
御
下
賜
の
軍
人
勅
諭
（
一

八
八
二）

と
教
育
勅
語
（
一

八
九
0)

に
よ
っ

て
表
象
さ
れ、

軍
人
お
よ
び
全
国
公
私
立
学
校
の
学
生
生
徒
の
精
神
に
銘
記
せ
し
む
べ
く、

万
国
無
比
の
国
体
と
国
史
と
に
密
接
不・

可
分
に
む
す
び
つ
い
た
倫
理
な
い
し
道
徳
の
教
育
の
形
成
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た。
(
-

九
ー
ニ
0
頁）

さ
ら
に、
「
国
体
狂
信
主
義」

の
出
現
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

筆
者
は、

国
体
神
道
が、

軍
人
や
学
生
の
精
神
を
支
配
し
た
ば
か
り
で
な
く、

内
務
省
と
警
察
に
よ
っ
て
全
国
民
に
強
制
さ
れ、

か
く
し
て
国
体
狂
信
主
義
な
る
も
の
に
展
開
し
て
い
っ
た
と
見
る。

…
…
事
実
は、

ま
さ
に、

、
、
、
、
、

年
代
に
か
け
て、

国
体
神
道
が
国
体
狂
信
主
義
に
む
か
っ
て
逸
脱
的
成
長
を
と
げ、

こ
の
国
体
狂
信
主
義
が
一

九
四
0
年
代
前
半
に

日
本
を
し
て
世
界
の
平
和
を
攪
乱
せ
し
め
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る。
（
二
0
頁、

傍
点
引
用
者）

こ
の
よ
う
な
（
過
激
論
者
の
い
う
意
味
で
の
11
引
用
者
註）

天
皇
崇
拝
が、

社
会
を
支
配
し
た
た
め
に、

一

九
二
五
年
の
治
安
維
持
法
を
媒
介
と
し
て、

日
本
の

セ
プ
ン
ス
デ
イ
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
や
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
系
の
人
々
の
中
に
は、

天
皇
が
人
間
以
上
の
存

在
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
受
入
れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て、

投
獄
さ
れ
た
も
の
が
多
数
い
る
の
で
あ
る。
（
八
0
頁）

こ
う
し
て、

彼
の
「
国
体
狂
信
主
義」

は
加
藤
の
「
国
体
神
道」

と
は
別
の
も
の
と
さ
れ、

(
4)
 

敗
戦
ま
で
の
期
間
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。

I
' 

一

九
二
0
年
代
後
半
か
ら
一

九――1
0

そ
の
出
現
・

存
在
期
間
も
大
正
末
年
か
ら

次
に、
「
国
体
狂
信
主
義」

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が、

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は、

そ
れ
を
終
戦
当
時
に
限
っ
て、

終
戦
当
時、

国
体
狂
信
主
義
は、

理
論
上
国
民
の
義
務
と
さ
れ、

と
き
に
は
警
察
権
力
を
も
っ
て
そ
の
強
制
が
な
さ
れ
て
い
た。

こ
の
時
点
を
と
っ
て
観
察
す
る
と、

国
体
狂
信
主
義
は、

以
下
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
た。

天
皇
が
神
聖
不
可
侵
で
あ
る
と
い
う
信
条
の
受
容。

こ
れ
は、

過
激
論
の
説
く
意
味
あ
い
で
受
け
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず、

天
皇
陛
下
に
た
い
す
る
敬
虔
な
態
度
を
も
っ
て
し
め
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た。

（
イ）

皇
祖
霊、
（
口）

教
育
勅
語、
（
ハ
）

軍
人
勅
諭、

を
尊
崇
す
る
こ
と。

御
真
影、

皇
居、

伊
勢
皇
太
神
宮、

靖
国
神
社、

を
深
く
尊
崇
す
る
こ
と。

（
イ）

祝
祭
日、

こ
と
に
四
大
節、

す
な
わ
ち
元
旦、

紀
元
節、

天
長
節、

お
よ
び
明
治
節、

を
厳
粛
に
遵
奉
し
て、

皇
祖
皇
孫
の
弥
栄
を
た
た
え
る
こ
と。
（
口
）

国
民
儀
礼
等
の
儀
式
を
実
行
し、

楔
な
ど
の
修
業
に
つ
と
め
る
こ
と。

神
社
や
各
家
庭
の
神
棚
に
鎮
座
す
る
神
々
を
礼
拝
す
る
こ
と
。

各
家
庭
は、

神
棚
に、

伊
勢
皇
太
神
宮
の
大
麻
を
祀
る

隣
組
組
織
を
通
じ
て
半
官
的
宗
教
税
的
に
課
せ
ら
れ
る
村
や
町
の
鎮
守
の
神
社
と
そ
の
祭
礼
へ
の
寄
付
を
お
こ
た
ら
ず

お
こ
な
う
こ
と
。

（
イ）

国
史
（
日
本
史）

に
お
け
る
神
話
の
教
授、
（
口
）

修
身、

こ
と
に
そ
の
教
科
書
に
よ
る
臣
民
の
行
事
の
韮
準
の

ー

ま
ず、

全
国
民
に
お
よ
ぶ
要
件
と
し
て、

に
三
つ
の
分
野
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る。

ー
ー
|_
ー
:
l

い
っ
そ
う
詳
細

お
よ
び
明
治
神
宮、

な
ら
び
に
天
皇、

こ
と
に
明
治
天
皇、

の
御
製

705 704 
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I 

伊
勢
そ
の
他
特
定
の
神
社
の
遥
拝、

*1
9
、
\
J

さ
い
ご
に、

皇
室、

官
庁、

な
い
し
特
定
の
地
位
に
あ
る
者
に
か
ぎ
ら
れ
る
事
項
と
し
て、

''[

I
一

ほ
と
ん
ど
滑
稽
と
い
う
べ
き
も
の
が
含

"
r�
;
．
��
、

お
よ
び
靖
国
神
社、

護
国
神
社
等
へ
の
学
校
主
催
に
よ
る
集
団
参
拝。

皇
室
と
ゆ
か
り
の
深
い
若
干
の
神
社
に
た
い
し、

そ
の
大
祭
に、

天
皇
の
名
代
た
る
幣
使
を
差
遺
し、

ま
た
官
幣
社、

国
幣
社、

郷
社
に
対
し
て
は、

そ
の
大
祭
に、

そ
れ
ぞ
れ
の
格
に
応
じ
て、

相
当
の
地
位
に
あ
る
官
吏
が、

幣
使
と
し
て
参

拝
す
る
こ
と。

政
府
の
高
官
は、

伊
勢
な
い
し
適
当
の
神
社
に、

就
任
の
報
告
を
お
こ
な
う
こ
と。
（一
四
1一
六
頁）

以
上
の
よ
う
に
「
国
体
狂
信
主
義」

の
具
体
的
内
容
を
列
記
し
た
後、

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は、

そ
の
性
質
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る。

か
く
の
ご
と
き
国
体
狂
信
主
義
は、

政
府
が
強
制
す
る
教
義、

儀
礼、

お
よ
び
慣
行
の
総
称
で
あ
っ
て、

そ
の
中
心
思
想
は、

天

皇
と
国
家
と
は
不
可
分
か
つ
有
機
的、

形
而
上
学
的
実
体
を
構
成
し、

天
皇
は、

過
激
論
者
が
伝
統
的
宗
教
の
概
念
を
宗
教
的
政
治

的
絶
対
者
の
概
念
に
転
用
し
た
き
わ
め
て
特
殊
な
用
法
に
お
け
る
「
神
聖
な
る
存
在」
で
あ
る、

と
い
う
点
に
あ
っ
た。

そ
れ
は、

国
民
道
徳
と
愛
国
主
義
の
礼
賛
儀
礼
で
あ
り、
「
新
し
く
調
合
さ
れ
た
民
族
的
優
越
感
を
基
盤
と
す
る
民
俗
主
義
の
宗
教」

で
あ
っ

た。

国
家
の
み
な
ら
ず、

日
本
の
国
土
も
神
聖
で
あ
る
と
さ
れ
た。

祭
政一
致、

す
な
わ
ち
神
道
の
祭
祀
と
政
府
の
行
政
が
一
体
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
思
想
が、

国
体
狂
信
主
義
の
基
本
原
則
と
さ
れ
た。

国
体
狂
信
主
義
に
よ
れ
ば、

天
皇
は
即
国
家
で
あ
っ
た。

占
領
当
時
の
日
本
国
民
の
第一
義
務
は、

思
想
的
に
も
行
為
の
う
え
で

も、

天
皇
と
帝
国
に
忠
義
を
尽
し、

疑
う
と
こ
ろ
な
く
大
御
心
に
従
う
こ
と
で
あ
っ
た。

昭
和
の
初
年
か
ら
し
だ
い
に
有
力
と
な
り、

終
戦
に
い
た
る
ま
で
日
本
を
支
配
し
た
過
激
論
者
は、

こ
れ
を
国
体
狂
信
主
義
と
し
て、

ひ
と
き
わ
強
調
し
た
の
で
あ
る。

戦
前、

戦
中
の
日
本
で
は、

こ
の
よ
う
な
神
秘
的
性
格
の
国
体
狂
信
主
義
の
み
が、

民
族
お
よ
び
政
体
の
解
釈
と
し
て
許
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て、

こ
の
よ
う
な
解
釈
に
疑
義
を
さ
し
は
さ
む
ば
あ
い
に
は、

た
だ
ち
に
災
難
が
お
そ
い
か
か
っ
た。

国
体
狂
信
主
義
の
要
目
と
忠

義
と
服
従
の
原
則
の
励
行
が、

国
民
の
愛
国
心
評
価
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る。

国
体
狂
信
主
義
は、

合
言
葉
と
束
縛
と
禁
忌
の
発
達
を
と
も
な
っ
た。

た
と
え
ば、

国
体
狂
信
主
義
の
標
語
の
一
っ、
「
八
紘一

宇」

は、

元
来、
「
古
事
記」
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る。

こ
れ
は、

英
語
が
示
す
よ
う
に、
「
全
世
界
を
ひ
と
つ
の
屋
根
の
も
と

に
お
く
こ
と」、

な
い
し
「
協
調
的
な
世
界
平
和」

の
意
味
で
あ
る。

と
こ
ろ
が、

戦
争
中
に
は、

こ
の
標
語
は、
「
全
世
界
の
人
々

が、

人
間
性
と
道
徳
性
の
き
づ
な
に
よ
り、

要
求
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り、

よ
う
も
の
な
ら、

2
 

(

1
)
 

(
3
 

ひ
と
つ
の
家
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る」

の
で
あ
っ
て、

帝
国
主
義
的
侵

略
な
い
し
資
本
主
義
的
搾
取
を
標
榜
す
る
も
の
で
は
な
い
が、

同
時
に、
「
こ
の
家
の
一

員
と
な
る
こ
と
を
拒
絶
し、

こ
の
家
の
実

現
に
反
対
し、

抵
抗
を
つ
づ
け
る
も
の
は、

呵
責
な
く
絶
滅
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う」

と
い
う
説
明
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る。

国
体

狂
信
王
義
の
束
縛
的
性
格
の
例
と
し
て、

上
智
大
学
事
件
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

教
練
の
さ
い、

配
属
将
校
に
引
率
さ
れ
て
靖

国
神
社
に
集
団
参
拝
し
た
上
智
大
学
の
学
生
の
う
ち
若
干
名
が
最
敬
礼
を
し
な
か
っ
た
の
で、

陸
軍
が
上
智
大
学
か
ら
配
属
将
校
を

引
揚
げ、

報
道
陣
も
注
目
し、

不
敬、

不
道
徳
と
し
て
一
大
社
会
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る。

事
件
は、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が、

社

会
の
圧
力
に
屈
服
し
て
譲
歩
し
た
の
で、

よ
う
や
く
決
着
し
た
の
で
あ
っ
た。

禁
忌
に
は、

ま
れ
て
い
た。

た
と
え
ば、

天
皇
の
乗
用
車
が
栗
色
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で、

何
人
も
栗
色
の
自
動
車
を
持
つ
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な

か
っ
た。

ま
た
今
上
陛
下
を
裕
仁
と
御
名
指
し
す
る
こ
と
は
差
控
え
さ
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く、

同
じ
名
前
を
命
名
す
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
て
い
た。

国
民
の
信
条、

礼
式、

態
度
す
べ
て
を
天
皇
と
国
の
畏
敬
の
た
め
に
動
員
す
る
こ
と
こ
そ、

国
体
狂
信
主
義
が

超
国
家
主
義
と
軍
国
主
義
の
精
神
を
助
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た。
こ
れ
こ
そ
過
激
論
者
が
政
府
に
も
ち

こ
み、

政
府
が
国
民
に
押
し
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た。

国
体
狂
信
主
義
は、

宗
教
活
動
に
も
抑
圧
を
加
え
た。

宗
教
の
権
威
が、

国
体
狂
信
主
義
の
教
説
よ
り
も
上
位
に
あ
る
と
主
張
し

ひ
と
た
ま
り
も
な
く
弾
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る。

宗
教
家
の
多
く
は、

神
社
神
道
は
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
官
権
の

707 706 
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あ
っ
て、

神
道
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
（
傍
点
引
用
者、

説
明
を
受
入
れ
て
国
体
狂
信
主
義
と
と
も
に
神
道
を
受
容
し、

順
応
し
て
い
た
の
で
あ
る。
（一
六
1一
七
頁）

と
こ
ろ
で、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
が
「
国
体
狂
信
主
義」
と
い
う
理
解
の
仕
方
を
提
示
し
て、

―
つ
に
は、
「
神
道
指
令」
を
擁
護
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る。
＾^
The
Occupation
 and
 Shrine
 Shinto"
の
中
で
彼
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に、
「
神
道
指
令」

は
「
神
社
神
道」
を
抑
圧
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
お
り、
「
神
社
神
道」
が
宗
教
で
あ
る
と
い
う
解
釈
に
立
っ
た
場
合、

占
領

地
の
宗
教
に
干
渉
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
ハ
ー
グ
条
約
に
違
反
す
る
と
の
非
難
を
免
れ
な
い。
ま
た、

占
領
軍
が
指
導
す
る
は
ず
の
信
教
の

自
由
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う。
し
た
が
っ
て、
そ
の
よ
う
な
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
は、
「
国
体
狂
信
主
義」
と
「
神
道」

を
区
別
し、

占
領
軍
が
抑
圧
し
よ
う
と
し
た
の
は
「
国
体
狂
信
主
義」
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る。

に
気
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ
し
て、

し
か
し、

彼
の
主
張
が
正
統
性
を
得
る
た
め
に
は、

先
ず
第一
に、
「
神
道
指
令」
の
起
草
者
で
あ
る
w
.

K
・
バ
ン
ス
が
そ
の
区
別

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
バ
ン
ス
が
こ
の
区
別
を
承
知
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る。
ウ
ッ
ダ
ー

ド
は
「
神
道
指
令」
の
冒
頭
に
「
日
本
国
民
を
欺
き、

侵
略
戦
争
へ
と
駆
り
立
て
る
こ
と
を
意
図
し
た
軍
国
主
義
的
・
超
国
家
主
義
的
宣

伝
に、

神
道
の
理
論
や
信
仰
を
悪
用
し
た」
と
あ
る
の
を
引
用
し
て、
「
国
体
狂
信
主
義」
を
バ
ン
ス
は
「
注
意
深
く
神
道
の
理
念
と
信

〈

5)

仰
を
「
悪
用
し
た
も
の」
で
あ
る
と
判
別
し
た」
(

I

1

1

頁）
と
述
べ
て
い
る。

と
こ
ろ
が、
こ
の
主
張
は
「
著
者
（
ウ
ッ
ダ
ー
ド
11
引
用
者
註）
の
い
う
国
体
狂
信
主
義
と
国
家
神
道
と
の
区
別
は、

神
道
指
令
の
起

草
者
た
ち
も
承
知
し
て
い
た。
し
か
し、
そ
の
文
書
の
起
草
に
お
い
て
は、

用
語
の
問
題
は、
正
確
な
表
現
に
達
す
る
ま
で
考
え
抜
か
れ

(
6)
 

る
こ
と
は
な
か
っ
た」
と
い
う
バ
ン
ス
自
身
の
証
言
に
よ
っ
て
弱
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た。

ま
た、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
が
「
国
体
狂
信
主
義」
が
「
国
家
神
道」
や
「
神
社
神
道」
と
同一
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
を

説
明
し、
「
神
道
指
令」
が
”
神
道
指
令“
と
い
う
通
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
の
不
当
性
を
主
張
し
た
次
の
件
も、

意
図
に
反
し
て
自

神
社
神
道
と
か、

�

.
i'
ー
よ
1『
‘
`
t

,'

-

―
―-
l
-—●
●―-――
-
＝
-

国
体
狂

信王
義
は、

何
ら
か
の
形
の
神
道
と
結
び
つ
け
て
説
明
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た。

国
家
神
道
と
か、

国
民
神
道
と
か、

国
体
神
道
と
か、

天
皇
神
道
と
か
と
い
っ
た
表
現
が、
国
体
狂
信
主
義
の
中
核
に
神
道
的
要
素
が
あ
る
こ
と
を
示

す
た
め
に、

用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る。
こ
こ
か
ら、

民
間
情
報
教
育
周
び
日
本
人
ア
ド
バ
↑
舟
卜
達
研
国
位
狂
信
主
義
を
神
道
と
同

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

じ
も
？
砂ぶ
う
に
認
明
し、

民
間
情
報
教
育
局
も
そ
の
よ
う
な
見
方
を
と
っ
た
の
で
あ
る。

占
領
軍
は、

昭
和
二
0
年―
二
月一
五
日
付
連
合
軍
総
司
令
官
指
令
に
よ
り、

国
体
狂
信
主
義
の
廃
止
と、

体」
観
育
成
に
役
立
っ
た
神
道
と
国
と
の
特
殊
な
関
係
の
断
絶
を
命
じ
た
の
で
あ
る
が、

「
神
道
指
令」
と
い
う
通
称
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る。
こ
の
通
称
は、

お
よ
び
軍
国
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
誤
解
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
て、

筆
者
の
き
わ
め
て
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る。
…
…
指
令
が
禁
止
し
た
の
は、

神
道
的
で
な
い
要
素
を
も
含
む
国
体
狂
信
主
義
の
要
因
す
べ
て
で
あ
っ
て、
こ
の
点
か
ら一

二
月一
五
日
の
指
令
を
「
神
道
指
令
」

と
略
称
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う。

I
 
i

i

月一
五
日
の
指
令
は、
お
も
に
神
道
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も、

指
令
の
ね
ら
い
は
国
体
狂
信
王
義
で

要
す
る
に、

「
神
道
指
令」
自
身
が
「
国
体
狂
信
主
義」
と
「
神
道」
を
明
確
に
区
別
せ
ず、
そ
の
実
施
の
中
心
部
局
で
あ
っ
た
民
間
情
報
教
育
局
も

そ
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら、
「
国
体
狂
信
主
義」
と
「
神
道」
の
区
別
に
よ
っ
て
「
神
道
指
令」
を
擁
護

し
よ
う
と
す
る
試
み
は
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い。

し
か
し、

彼
が
区
別
を
主
張
し
た
も
う―
つ
の
理
由
に
は、

傾
聴
す
べ
き
観
点
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
「
日

本
の
擬
似
宗
教
的
な
極
端
な
国
家
主
義
お
よ
び
軍
国
主
義
の
中
核
は、

神
道
で
は
な
く、

直
接
的
間
接
的
に
政
府
を
牛
耳
っ
た一
群
の
過

I 

ら
主
張
を
弱
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る。

’
�

h

�

文
'̂
9
'5

9'

ぃ
:
\�

�

:
S

の
必
要
性
を
力
説
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。

一
七
1一
八
頁）

上
記
の
よ
う
な
事
情
か
ら、

神
道
の
性
格
お
よ
び
神
道
と
日
本
の
超
国
家
主
義

l

［

そ
れ
と
「
神
道」
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と

過
激
論
者
流
の
「
国

こ
の
指
令
は、

709 
708 
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•I ... 

W• P・ウッダードの「国体狂信主義」論（新田）

I 

I 

神
道
を
顧
慮
し
な
い
も
の
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

激
論
者
が
主
張
し、

強
要
し
た
国
体
狂
信
主
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
る」
（一
八
頁）
と
主
張
し
て
い
る。

つ
の
理
由
と
は、
「
国
体
狂
信
主
義」
と
「
神
道」
と
の
間
に
は
大
き
な
断
絶
が
あ
る
と
い
う
理
解
そ
の
も
の
で
あ
る。

そ
れ
で
は、
「
国
体
狂
信
主
義」
と
「
神
道」
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か。

彼
は
次
の
よ
う
に
言
っ

国
体
狂
信
主
義
を
構
成
す
る
要
素
を
吟
味
す
る
な
ら
ば、
こ
れ
が
伝
統
的
宗
教
と
し
て
の
神
道
か
ら
随
分
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

た
と
え
ば、

国
体
狂
信
主
義
を
表
象
す
る
政
府
が
主
導
し、

強
制
す
る
神
社
参
拝
は、

神
社
参
拝
が
神
道
信
仰
の
肝
要
な
要
素
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

神
道
信
仰
と
は
無
縁
の
し
ろ
も
の
で
あ
る。
天
皇
を
畏
敬
す
る
こ
と、

つ
ま
り、
注
目
す
べ
き
も
う一

さ
ら
に
は
崇
拝
す
る
こ
と
さ
え、

も
っ
と
も
宗
教
的
な
教
義
な
い
し
儀
礼
で
あ
る
と
認
め
う
る。
し
か
し、
天
皇
の
名
前
を
口
に
し、

な
い
し
天
皇
を
す
こ
し
で
も
高

い
と
こ
ろ
か
ら
見
下
ろ
し
た
と
い
う
理
由
で
国
民
を
法
的
に
処
罰
す
る
こ
と
は、

国
体
狂
信
主
義
の
内
容
で
は
あ
っ
た
が、

本
来
の

神
道
と
は
無
関
係
で
あ
る。
同
様
に、

政
府
刊
行
物
に
あ
ら
わ
れ
た
八
紘一
宇
の
標
語
も、

政
治
的
な
国
体
狂
信
主
義
の
宣
伝
用
で

あ
っ
て、

宗
教
的
な
神
道
信
仰
の
教
義
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
（
二
0
1
ニ―
頁）

し
か
し、
そ
う
言
わ
れ
て
も、

彼
の
議
論
に
お
い
て
も
「
神
道」
が
「
国
体
狂
信
主
義」
の一
部
を
構
成
す
る
以
上、

何
か
割
り
切
れ

な
い
も
の
が
残
っ
て
し
ま
う。
そ
う
い
う
意
見
を
予
想
し
て
か、

彼
は
次
の
よ
う
な
具
体
例
を
挙
げ
て、

自
ら
の
議
論
を
補
足
し
て
い
る。

そ
の
例
を
読
む
と、

彼
が̂̂
State
Cult"
な
い
し̂̂
Kokutai
Cult"
と
い
う
用
語
を
案
出
し、
＾^
Cu
lt"
と
い
う
本
来
は
閉
鎖
的
結
社
組
織

を
構
成
す
る
小
祭
祀
集
団
を
指
す
宗
教
社
会
学
の
用
語
を
国
家
と
い
う
巨
大
な
集
団
に
当
て
は
め
た
時
に、

彼
の
頭
に
あ
っ
た
具
体
的
な

た
し
か
に、

国
体
狂
信
主
義
は、

神
道
の
神
話
と
思
想
を
利
用
し、

神
道
の
施
設
と
儀
式
を
摂
取
し
た。
し
か
し、

神
道
の
影
響

が
著
し
い
か
ら
と
い
っ
て、
国
体
狂
信
主
義
を
神
道
の一
形
態
と
み
な
す
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
の
は、
ク
ー
ク
ラ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ン

(
Ku
 
Klux
 
Klan)
を、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
を
標
榜
す
る
集
団
で
あ
る
と
い
う
理
由
で、

す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る。
国
体
狂
信
主
義
は、

神
道
と
は
区
別
さ
れ、

別
箇
か
つ
独
立
の
現
象
で
あ
っ
て、

キ
リ
ス
ト
教
の
宗
派
で
あ
る
と
規
定

国
体
狂
信
主
義
に
似
た
現
象
を
ア
メ
リ
カ
の
例
に
と
る
な
ら
ば、
キ
リ
ス
ト
教
を
旗
じ
る
し
と
す
る
白
色
人
種
礼
賛
主
義
が
あ
げ

ら
れ
る。
こ
の
主
義
を
信
奉
す
る
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
白
色
人
種
絶
対
優
位
の
信
条
に
も
っ
ぱ
ら
関
心
を
寄
せ
る
の
で
あ
っ
て、

リ
ス
ト
教
は
こ
の
ド
グ
マ
に
宗
教
的
強
制
力
を
も
つ
威
信
を
付
与
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い。
白
色
人
種
礼
賛
主
義
の
制
度
化
で
あ
る

ク
ー
ク
ラ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ン
に
あ
っ
て
は、
キ
リ
ス
ト
教
の
象
徴
を
借
り
て
そ
の
儀
礼
と
制
服
に
用
い
ら
れ
る
火
の
十
字
架
が
こ
の
運

動
に
精
神
的
な
威
信
を
与
え
る
機
能
を
は
た
し
た
の
で
あ
る。

戦
前
の
日
本
に
お
け
る
国
体
狂
信
王
義
に
あ
っ
て
は、

ア
メ
リ
カ
の
白
色
人
種
礼
賛
主
義
よ
り
も
は
る
か
に
複
雑
な
装
い
が
過
激

論
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
た
が、

国
体
神
道
と
い
う
表
現
の
う
ち
実
質
を
な
す
も
の
は
国
体
で
あ
っ
て、

神
道
は
威
信
づ
け
の

た
め
の
ほ
と
ん
ど
偶
発
的
と
い
っ
て
も
過
百
で
な
い
く
ら
い
の
二
次
的
意
義
し
か
持
た
な
か
っ
た。
過
激
論
者
の
な
か
に
は、

全
然

神
道
は
国
体
狂
信
主
義
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た。
た
し
か
に、

神
道
は
国
体
狂

信王
義
の一
部
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も、

神
道
と
国
体
狂
信
主
義
と
は
同
じ
で
は
な
か
っ
た。
信
教
の
自
由
を
侵
犯
し、

宗
教
家
迫
害
の
法
源
と
な
っ
た
治
安
維
持
法
の
制
定

を
み
ち
び
き、

日
本
の
超
国
家
主
義
と
軍
国
主
義
の
精
神
的
動
因
を
供
し
た
も
の
は、

国
体
狂
信
主
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が、
こ

れ
が
誤
っ
て
神
道
で
あ
っ
た
と
看
倣
さ
れ
た
の
で
あ
る。
連
合
軍
が
断
固
粉
砕
し
よ
う
と
し
た
も
の
は、

誤
っ
て
神
道
の
名
称
を
与

え
ら
れ
た
こ
の
国
体
狂
信
主
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
る。
（
ニ―
頁）

神
道
の一
宗
派
で
は
な
い
の
で
あ
る。
こ
八
頁）

イ
メ
ー
ジ
が
何
で
あ
っ
た
の
か
が
理
解
で
き
る。

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。

て
い
る。

ニ―
――-

―
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‘
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に
引
用
し
た
次
の
よ
う
な
言
葉
に
現
わ
れ
て
い
る。

こ 0
年
代
前
半
の
日
本
を
支
配
し
て、

戦
争
へ
と
国
民
を
駆
り
立
て
た。

三
ま
と
め
て
み
よ
う。

眉

| | | 1 ! 

|
9,'
1
ー
1
|
|
Ilぃ
』

と
こ
ろ
で、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
記
述
の
中
に
は
「
過
激
論
者
〈extre
mist>」
と
い
う
言
葉
が
度
々
登
場
す
る
が、

彼
は
そ
の
よ
う
な

人
々
の
例
と
し
て
日
本
大
学
学
長
・
松
並
任一
、

政
治
哲
学
者・
藤
沢
親
雄、

宗
教
学
者・
加
藤
玄
智、

林
銑
十
郎
大
将
な
ど
を
挙
げ
て、

彼
ら
の
主
張
を
紹
介
し
て
い
る。
彼
の
言
う
過
激
論
者
の
主
張
を
理
解
す
る
た
め
に、

引
用
例
の
中
か
ら
松
並
任一
の
主
張
を
紹
介
し
て

日
本
臣
民
は
天
皇
陛
下
を
崇
拝
す
る。
日
本
臣
民
に
と
っ
て、
玉
体
は
神
聖
で
あ
り、

天
孫
の
叡
慮
は
本
当
に
天
の
声
で
あ
る
と

思
わ
れ
る。
こ
の
た
め
に、

日
本
臣
民
は
天
皇
陛
下
を
天
子
様
と
申
し
上
げ
る
の
で
あ
る。
…
…
わ
が
国
民
は
天
皇
陛
下
の
お
声
を

神
の
声
と
し
て
承
わ
る。
…
…
わ
れ
わ
れ
は、

西
洋
人
が
神
の
全
能
を
信
じ
る
の
と
同
じ
よ
う
に、
天
皇
陛
下
は
全
能
で
あ
ら
せ
ら

れ
る
と
信
じ
て
い
る。
…
…
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
神
の
聖
な
る
こ
と
の
量
り
し
れ
ぬ
深
さ
を
知
る
が
ご
と
く、
わ
れ
わ
れ
は
天
皇
の

聖
な
る
量
り
知
れ
ぬ
深
さ
を
知
る。

彼
ら
は
神
を、
わ
れ
わ
れ
は
天
皇
を、
そ
れ
ぞ
れ
聖
な
る
も
の
の
本
体
と
し
て、

崇
拝
す
る。

…
…
わ
が
天
皇
陛
下
は、

人
間
の
歴
史
の
は
じ
ま
る
以
前
か
ら、

超
人
間
の
存
在
と
し
て
い
ま
し
ま
し
た。
．．．．．．
 わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て、

現
人
神
た
る
天
皇
の
存
在
は
自
然
の
秩
序
で
あ
り、
こ
れ
を
信
じ
て
疑
わ
な
い。
天
皇
の
存
在
と
神
聖
性
に
つ
い
て
は、

ス
ト
教
徒
が
神
に
つ
い
て
疑
問
を
挿
さ
ま
な
い
の
と
同
様
に、
日
本
国
民
は
疑
問
を
挿
さ
ま
な
い。
（
八
0
頁）

以
上、
「
連
合
軍
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
国
体
狂
信
主
義」
論
を
検
討
し
て
き
た
が、

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は、
「
国
体
狂
信
主
義」
の
出
現
は、
「
復
古
神
道」
が
「
国
体
神
道」

へ
と
逸
脱
的
成
長
を
と
げ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た。
彼
に
よ
れ
ば、
そ
の
い
ず
れ
も
が
天
皇
を
絶
対
視
し
て
い
る
が、

「
復
古
神
道」
は、

宗
教
性
と
政
治
性
の
両
面
を
有
し、

特
に
平
田
篤
胤
ま
で
は
宗
教
的
立
場
に
と
ど
ま
っ
て
お
り、

純
粋
な
宗
教
と

し
て
発
展
す
る
可
能
性
も
有
し
て
い
た。
「
国
体
神
道」
は、

復
古
神
道
の
継
承
者
た
ち
が、
そ
の
宗
教
的
教
説
を
政
治
上
の
主
義
に

転
化
し
た
も
の
で
あ
り、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
君
万
民
の
国
家
体
制
が
築
か
れ
た。
そ
し
て、
そ
れ
は
文
部
省
学
校
教
育
局
に
よ
っ
て
管

轄
さ
れ、
「
軍
人
勅
諭」
と
「
教
育
勅
語」
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
た。
「
国
体
狂
信
王
義」
は、

国
体
神
道
が
内
務
省
と
警
察
に
よ
っ
て、

特
に
大
正
十
五
年
の
治
安
維
持
法
を
媒
介
と
し
て、

全
国
民
に
強
制
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
出
現
し
た。
言
い
換
え
れ
ば、
一
九1
1
0

年
代
後
半
か
ら一
九一―-
0
年
代
に
か
け
て、
「
国
体
神
道」
が「
国
体
狂
信
主
義」
に
む
か
っ
て
逸
脱
的
成
長
を
と
げ、
そ
れ
が一
九
四

彼
は
国
体
狂
信
王
義
は
国
体
神
道
が
逸
脱
的
成
長
を
と
げ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る。
そ
し
て、
そ
の
相
違
を
国
民
に

対
す
る
強
制
の
強
弱
と
い
う
点
に
認
め
て
お
り、

思
想
そ
の
も
の
に
は
大
し
た
違
い
を
見
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
そ
れ
は、

既

復
古
神
道
の
継
承
者
た
ち
は、

明
治
時
代
以
降、

天
皇
の
人
格
を
絶
対
化
し、
そ
の
宗
教
的
教
説
を
政
治
上
の
主
義
に
転
化
し、

国
体
狂
信
主
義
を
で
っ
ち
あ
げ
て
強
制
的
に
国
民
全
体
に
押
し
つ
け
た。
（一
九
頁）

国
体
神
道
と
い
う
表
現
の
う
ち
実
質
を
な
す
も
の
は
国
体
で
あ
っ
て、

神
道
は
威
信
づ
け
の
た
め
の
ほ
と
ん
ど
偶
発
的
と
い
っ
て

も
過
言
で
な
い
く
ら
い
の
二
次
的
意
義
し
か
持
た
な
か
っ
た。
過
激
論
者
の
な
か
に
は、

全
然
神
道
を
顧
慮
し
な
い
も
の
も
ま
れ
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
（
ニ
―
頁）

神
の
よ
う
な
心
を
持
つ
者
と
み
な
さ
れ
る
か
わ
り
に、

偉
大
な
皇
祖
皇
宗
の
徳
を
備
え
た
神
で
あ
る
と
い
う、

現
人
神
と
い
う
表

象
の
意
味
内
容
の
変
化
こ
そ、

明
治
維
新
以
降
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
敗
戦
に
い
た
る
ま
で、

極
端
論
者
が
天
皇
を
利
用
す
る

た
め
に
も
っ
と
も
好
都
合
な
も
の
で
あ
っ
た。
（
七
九
頁）

（
三）

国
体
狂

信王
義
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は、

そ
れ
を
全
国
民
を
対
象
と
し
た
も
の、

学
校
を
中
心
と
す
る
も
の、

皇
室、

官

庁、
な
い
し
特
定
の
地
位
に
あ
る
者
に
か
ぎ
ら
れ
る
事
項
の一
二
つ
に
分
け
て
詳
述
し、
「
神
道
指
令」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
に

I Ii 
1 

I

I
 

|

お
く。

キ
リ

そ
の
要
点
を

へ、
「
国
体
神
道」
が
「
国
体
狂
信
主
義」

713 
712 
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れ
の
関
心
は 、

．＇ ： 

！

1,＇.，
1
，ぃ＇

ー
11ー

99iii

ミ

'T
he
A
llie
d
 Occ
u
p
ati
o
n
 of
 J
a
p
a
n
 1
9
4
5

ー

1
9
5
2

a
n
d
 J
a
p
a
ne
 

に
お
け
る
「
国
体
狂
信
主
義」

論

ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
神
道
指
令」
研
究
を
集
大
成
し
た ^̂
The
A
llied
 Occupation
 of
 Japan
 
1
9
4
5
-
1
9
5
2
 and
 

先
ず
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は 、
「
国
体
狂
信
主
義」
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
「
神
道」
を
五
つ
に
分
け
て
定
義
し
て
い
る

(7)
 

道」
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い）

神
道
〈
Shin
to〉
は 、
カ
ミ
を
中
心
と
す
る
日
本
人
の一
群
の
信
仰
や
慣
習
で
あ
り 、

の
中
な
ど 、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
霊
的
実
体 、

力 、

質
を
指
し
て
い
る 。

し
ば
人
格
に
類
す
る
も
の
も
な
く 、

し
て 、
そ
の
「
国

（
こ
こ
で
は
「
復
古
神

カ
ミ
は 、

宇
宙
に
満
ち
て
い
る 。
そ
し
て 、

信
仰
深
い
神
道
家
の
生
活
は 、
カ
ミ
と
調
和
し 、

感
謝
し
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る 。

神
道
の
伝
統
的
な
用
法
に
お
け
る
カ
ミ
と
い
う
言
葉
（
単
数
で
あ
れ 、
複
数
で
あ
れ）
は 、

deity(ies) ,
 Spirit(s) ,
 god(s) ,
-IQ
る
い
は
devine
(
た
と
え
ば 、
神
風
は
devine
wind)
と
英
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る 。
し
か
し 、

決
し
て
God
と
訳
し
て
は
な
ら
な
い 。
明
確
に
す
る
た
め
に
は 、
こ
の
言
葉
は
翻
訳
し
な
い
方
が
よ
い 。

神
主
が
国
有
化
さ
れ 、

そ
の
儀
礼
や
活
動
が
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ 、

担
当
官
庁
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
除

神
社
が
国
有
化
さ
れ
た
時
に
出

、
、

お
け
る
国
家
神
道
は 、

明
治
維
新
初
期
に 、

、
、
、
、
、
、
、
、

い
て 、

神
社
神
道
と
同一
で
あ
る 。
近
代
的
な
意
味
に

現
し
た 。
そ
し
て 、

国
体
神
道
〈
Kok
尽zi

Shin
to〉
は 、

天
皇
を
現
津
神
(
mani
fest
deity)
 

の
神
聖
で
不
可
分
の
実
体
だ
と
見
る
神
道
の
神
話
に
由
来
す
る 、

政
治
哲
学
的
信
仰
体
系
で
あ
る 。
国
体
神
道
の
基
礎
的
な
教
義
は 、

祭
政一
致
で
あ
る 。
国
体
神
道
主
義
者
た
ち
は 、

神
社
の
崇
敬
者
で
あ
り 、

国
家
神
道
の
理
念
を
支
持
し
て
い
る 。
し
か
し 、

神
社

教
派
神
道
〈

Se
ct
Shi n
to

 
(Ky
o
ha
 Sh

封6)〉
は

1
戦
前
の
日
本
で
こ
れ
と
同
じ
名
称
で
呼
ば
れ
た
十
三
の
公
認
の
教
派
と

混
同
し
て
は
な
ら
な
い

ー 、

教
え
や 、

(1
0
1一

一
頁）

で
あ
る
と
見 、

天
皇・
国
土
・
日
本
国
民
を一
っ

い
く
つ
か
の
場
合
に
は 、

創
立
者
の
人
格
を
中
心
と
し
た
カ
ミ
信
仰
の一
形
態
で
あ
る 。

は 、

日
本
の
天
皇
と
国
家
を
中
核
と
し
た
超
国

(
8)

 

こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
後
で
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
「「
国
体
狂
信
主
義
〈
Koku
芯i
glt〉』

家
主
義
と
軍
国
王
義
の
狂
信
主
義
を
指
す
著
者
の
用
語
で
あ
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は 、

以
下
で 、

や
や
詳
し
く

論
じ
る
こ
と
に
す
る」

（
二
頁）
と
し
て 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
国
体
狂

信王
義」
と
い
う一
節
を
設
け
て
論
じ
て
い
る 。

先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は 、
そ
の
中
で
彼
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

日
本
の
代
表
的
な
政
治
哲
学
者
や
思
想
家
た
ち
は 、
こ
の
国
の
国
体
を
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
し
て
き
た 。
し
か
し
な
が
ら 、

わ
れ
わ

(
1)

過
激
な
超
国
家
主
義
者
や
軍
国
主
義
者
た
ち
が 、

崇
敬
者
の
す
べ
て
が
国
体
神
道
主
義
者
な
の
で
は
な
い 。

一
九
三
0
年
代
と一
九
四
0
年
代
初
期
に 、
こ
の
観
念
に

一
九
四
六
年
早
々 、

政
府
が
神
社
管
理
を
や
め
た
時
に
消
滅
し
た 。

国
家
神
道
ま
た
は
国
家
的
神
道
〈
S
笞 le
Shi nto

 (K `okka
 Shinto
 or
 
Ko娑
忍
teki
Shin
to)〉
は 、

国
家
神
道
の
下
で 、

神
社
と

の
は
象
徴
的
な
カ
ミ
の
住
居
で
あ
る 。

、
r

――-
l

__
 
＿ーニ＝――l
-l
-―

＇
 

震

,

神
社
神
道
〈
S
さine
Shinto
 (Ji
ミ
'a

Shinto)〉
は 、

神
社
の
崇
敬
を
中
心
と
す
る
神
道
信
仰
の一
形
態
で
あ
り 、

神
社
と
い
う

一
般
に
性
は
な
く 、
し
ば

カ
ミ
と
い
う
用
語
は 、

人
間
の
中
や
自
然

注
目
し
て 、

彼
の
議
論
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る 。

そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
説
明
が
付
け
加
え
ら
れ
た
り 、

観
点
が
若
干
異
な
っ
て
き
て
い
る
点
も
認
め
ら
れ
る 。
以
下
そ
う
い
っ
た
点
に

体
狂
信
主
義」
論
は 、

用
語
の
定
義
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ 、

出
現
過
程
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
観
点
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る 。
し
か
し

gions"
に
お
い
て
は 、
「
国
体
狂
信
主
義」
に
関
す
る
記
述
は 、
そ
の
草
稿
に
比
し
て
か
な
り

短
縮
さ
れ
て
い
る 。
そ

も
言
及
し
た 。

Japanese
 Reli,
 

s
e
 Re
li
gi
o
ns"
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そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
内
務
省
で
あ
っ
た。

で
あ
る。

含
め
る
記
述
は
見
当
ら
な
い
。

義
の
中
で
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る。

一

般
の
人
々
に
無
視
さ
れ
た
」
（
六
九
頁）

と
述
べ
て
い
る。

名
目
上、

宗
教
の
監
督
は
内
務
省
の
責
任
で
は
な
か
っ
た
ー
ー
そ
れ
は
一

九
一

三
年
に
文
部
省
に
移
管
さ
れ
て
い
た。

し
か
し、

内
務
省
は、

自
分
が
支
配
す
る
都
道
府
県
を
通
じ
て、

ま
た
自
分
の
下
僕
た
ち、

す
な
わ
ち
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
た
ち
を
弾
圧
し

た
司
法
省
や、

文
部
省
の
協
力
を
得
て、

全
国
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
団
体
に
対
す
る
監
視
を
続
け
て
い
た。

内
務
省
が、

全
体
主
義
の

手
段
と
し
て
の
国
体
狂
信
主
義
を
促
進
す
る
た
め
に、

憲
法
が
保
障
し
た
信
教
の
自
由
を
無
視、

あ
る
い
は
歪
曲
し
た
罪
は、

他
の

こ
の
他、

ウ
ッ
ダ
ー
ド
が
断
片
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
が
ら
で、

筆
者
の
注
意
を
引
い
た
も
の
を
指
摘
す
る
と、

ま
ず
神
職
に
つ
い
て

は
「
神
職
は、

全
体
的
に
見
た
場
合、

こ
の
事
実
も
ま
た、

ま
た、

帝
国
憲
法
第
三
条
に
つ
い
て
は
「
国
体
狂
信
主
義
の
礎
石
と
し
て、

第
三
条
は
日
本
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
実
現
の
主
要
な

障
害
と
な
っ
て
い
た
」
（
七
九
頁）

と
述
べ
て
お
り、

彼
の
論
旨
か
ら
す
れ
ば
国
体
神
道
に
属
す
る
帝
国
憲
法
第
三
条
が、

国
体
狂
信
主

「
皇
室
祭
祀」

他
の
宗
教
の
指
導
者
以
上
に
超
国
家
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず、

に
つ
い
て
は、
「
天
皇
の
職
務
の
宗
教
的
な
性
質
に
つ
い
て、

ア
メ
リ
カ
の
政
策
立
案
者
た
ち
は、

わ
な
か
っ
た。

天
皇
の
地
位
の
こ
の
面
は
完
全
に
無
視
さ
れ
る
べ
き
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た。

宮
中
三
殿
や
そ
の
他
の
神
社
で
行
わ
れ
る

儀
式
に
天
皇
が
参
加
す
る
こ
と
は、

純
粋
に
個
人
的
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ、

天
皇
は
望
み
に
ま
か
せ
て
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
」

（
二
五
一

頁）

と、

占
領
軍
の
方
針
を
客
観
的
に
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て、

皇
室
祭
祀
を
国
体
狂
信
主
義
の
具
体
的
内
容
に

最
後
に、

本
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
国
体
狂
信
主
義」

論
の
要
点
を
ま
と
め
て
み
れ
ば、

次
の
よ
う
に
な
ろ
う。

（
一
）
「
国
体
狂
信
主
義」

は、
「
神
道」
「
神
社
神
道」
「
国
家
神
道」
「
国
体
神
道」
「
教
派
神
道」

と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
独
立
の
現
象

（
二）
「
国
体
狂
信
主
義」

は、

過
激
な
超
国
家
主
義
者
や
軍
国
主
義
者
た
ち
が、

念
に
与
え
た
解
釈
を
中
核
と
し、

こ
の
観
念
が、

警
察
国
家
の
権
力
に
よ
っ
て
日
本
国
民
に
強
制
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
出
現
し
た。

I 

(

9
)
 

い
な
な
る
官
庁
よ
り
も
重
か
っ
た。
(-―
l

七
頁）

1.、
;

――

ぃ―�
a,1
t
，
�

・

�

9
：
E、

-E-―
――――――――
―――

で
の
政
府
の
組
織
を
支
配
し
た。

こ
こ
に
は、

(
2)

こ
の
観
念
を、

警
察
国
家
の
権
力
に
よ
っ
て
日
本
国
民
に
強
制
さ
れ
た
狂
信
主
義
へ
と
加
工
す
る
の
に
関
係

そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
「
国
体
神
道」

な
ど
と
「
国
体
狂
信
主
義」

と
の
思
想
内
容
の
相
違
を
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向

現
わ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

た
だ
し、

11
 
ー

そ
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て、

国
体
狂
信
主
義
の
大
枠
を
指
定
し
た
後
で、

彼
は
そ
れ
が
神
道
と
同
一

視
さ
れ
た
こ
と
が
残
念
だ
と
い
う
主
張
を

繰
返
し
て
い
る。

そ
し
て、

国
体
狂
信
主
義
の
某
本
的
な
性
格
と
そ
の
具
体
的
内
容
を
記
述
し
て
い
る
(
―
-

1―

二
頁）
。

し
か
し、

そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
連
合
軍
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で、

国
体
神
道
か
ら
国
体
狂
信
主
義
へ
の
逸
脱
的
成
長
の
契
機
を
「
警
察
国
家
の
権
力」

に
よ
る
強
制
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て、

（
天
皇
を
操
る
人
々
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る）

天
皇
の
意
思
に
ま
っ
た
＜
服
従
す
る
忠
実
な
臣
民
の
国
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
働
い
て

き
た。

そ
れ
は、

過
激
論
者
の
天
国
で
あ
り、

も
っ
と
も
穏
健
な
自
由
主
義
者
に
と
っ
て
さ
え
虫
酸
が
走
る
ほ
ど
嫌
な
も
の
で
あ
っ

た。

内
務
省
は、

そ
の
合
法
的
な
機
能
と、

忌
み
嫌
わ
れ
た
思
想
警
察
の
諜
報
活
動
と
を
通
じ
て、

中
央
か
ら
市
町
村
に
い
た
る
ま

日
本
政
府
の
反
動
的
な
官
僚
機
構
の
中
核
は
内
務
省
に
あ
っ
た。

内
務
省
の
活
動
が
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。

が、

若
干
で
は
あ
る
が、

し
た
教
義
や
慣
行、

に
限
ら
れ
て
い
る。
（
一
―

頁）

与
え
た
解
釈、

そ
れ
ほ
ど
注
意
を
払

一

九――1
0
年
代
と
一

九
四
0
年
代
初
期
に、

こ
の
観

一

八
七
七
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来、

内
務
省
は
軍
と
共
謀
し
て、

717 716 
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（一
）

国
体
狂
信
主
義
は
神
道
の一
形
態
で
は
な
い 。

ウ
ッ
ダ
ー
ド

が
「
国
体
狂

信王
義」
論
を
展
開
し
て 、
そ
れ
と
諸
「
神
道」
と
の
区
別
を
力
説
し
た
主
観
的
な
意
圏
は 、

占
領
軍
の
宗

教
政
策
を
擁
護
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

本
論
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に 、
そ
の
意
固
が
達
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い 。
ま
た 、

彼
が
試
み
た
区
別
も
十
分
に
整
理
さ
れ
て
は
い
な
い
し 、

明
確
だ
と
も
正
確
だ
と
も
言
い
が
た
い 。

た
と
え
ば 、
「
国
体
神
道」
に
つ
い
て 、
「
連
合
国
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」
で
は
制
度
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て 、
凸^

T
he
A
llied
 Occupation
 of
 Japan
 1
9
4
5
,
1
9
5
2
 and
 Japanese
 Reli
gions"
に
お
い
て
は 、

思
想
の
側
面
し
か
説
明
さ
れ
て

い
な
い 。
「
国
体
神
道」
と
「
国
体
狂
信
主
義」
の
関
係
に
つ
い
て
も 、

前
者
に
お
い
て
は
「
逸
脱
的
成
長」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が 、

後
者
に
お
い
て
は
説
明
が
略
か
れ
て
い
る 。
両
者
の
記
述
の
相
違
が
単
な
る
省
略
に
よ
る
も
の
な
の
か 、
そ
の
間
に
何
ら
か
の
見
解
の
変

化
が
あ
っ
た
た
め
な
の
か
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
そ
の
他 、

国
体
狂
信
主
義
の
期
間
も
明
確
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
な
ど 、

論

証
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
だ
し
た
ら
き
り
が
な
い 。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
理
論
を
紹
介
し
た
の
は
何
故
か 。
そ
れ
は
彼
自
身
に
よ
る
論
証
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
て

も 、

彼
が
提
出
し
た
以
下
の
論
点
は
十
分
考
慮
に
値
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る 。

（
二）
し
た
が
っ
て 、

国
体
狂
信
主
義
に
対
し
て
国
家
神
道
と
い
う
用
語
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い 。

(-――)

国
体
狂
信
主
義
は 、
一
九
二
0
年
代
後
半
か
ら一
九
四
0
年
代
前
半
ま
で
の
限
ら
れ
た
現
象
で
あ
る 。

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
村
上
重
良
氏
の
議
論
は 、

基
本
的
な
枠
組
み
に
お
い
て 、
こ
れ
ら
の
論
点
と
は
好
対
照
で
あ
る 。
ま
ず 、

村
上
氏
は
明
治
維
新
以
後
の
近
代
日
本
の
政
教
関
係
全
体
を
「
国
家
神
道」
と
い
う
単一
の
用
語
で
理
解
し
て
い
る 。
そ
の
上
で 、
そ
の

発
展
過
程
を
四
つ
の
段
階
に
分
け 、

形
成
期
（
明
治
維
新
か
ら
明
治
二
0
年
代
初
頭
ま
で）

が
定
ま
り 、

教
義
的
完
成
期
（
帝
国
憲
法
の
発
布
か
ら
日
需
戦
争
ま
で） 、

制
度
的
完
成
期
（
明
治
三
0
年
代
末
か
ら
昭
和
初
期
ま
で）
を
経
て 、

フ
ァ
シ
ズ
ム
的
国
教
期
（
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で）
に
い
た
っ
て 、
そ
の
真
価
が
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
た
と
主
張
し
て 、
そ

(10)
 

の一
貫
性
を
強
調
し
て
い
る 。
ま
た 、
「
国
家
神
道」
は
「
神
社
神
道」
と
「
皇
室
神
道」
を
直
結
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り 、
こ

キ
リ
ス
ト

教
と
い
っ
た
公
認
教
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
と
し
て 、
こ
れ
を
「
国
家
神
道
体
制」
と
呼

の
国
家
神
道
が
教
派
神
道 、

仏
教 、

ん
で
5
廷。
し
た
が
っ
て 、
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
国
教
期
も
明
ら
か
に
神
道
の一
形
態
と
見
な
さ
れ
て
い
る 。

ど
ち
ら
の
理
解
が
よ
り
正
確
な
の
か
を
こ
こ
で
論
ず
る
暇
は
な
い 。
し
か
し 、

近
代
日
本
の
政
教
関
係
を 、

単一
の
用
語
で
把
握
で
き

る
基
本
的
に
は
同
質
な
連
続
的
過
程
と
見
る
の
か 、

と
見
る
の
か
は
大
切
な
論
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。

そ
れ
と
も 、

複
数
の
用
語
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
異
質
な
段
階
的
過
程

以
下
の
引
用
は 、
拙
稿
「
w
.

P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
「
占
領
と
神
社
神
道」
の
原
文
と
翻
訳」
（「
皇
學
館
論
叢」
第
二
十
七
巻
第
四
号 、

平
成
六
年
八
月）
に
よ
る
こ
と
と
し 、
引
用
文
の
末
尾
に
付
し
た
頁
数
は
拙
稿
の
翻
訳
部
分
の
頁
数
を
示
す 。

^
'T
he
Occupation
 

and
 Shrine
 Shinto"
の
記
録
と
し
て
は 、
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『一
九
四
五
年
以
降
の
神
道
ー

ク
レ
ア
モ
ン
ト
国
際
神

道
学
会
議
の
記
録
ー」

（
昭
和
四
0
年
十一
月
十
五
日）
に
収
め
ら
れ
た
w
.

P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
「
占
領
と
神
道」
が
あ
る
が 、
こ
こ

で
そ
れ
を
用
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は 、
拙
稿
「
W.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
家
神
道」
批
判
の
解
釈
に
つ
い
て」
（「
皇
學
館
大
學

お

わ

り

に

に
お
い
て
既
に
「
国
家
神
道」
の
基
本
的
性
格

,
；

廿
い ，
11
1,＇
/ー，
り

叶ード・ ＇ー
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象
と
な
る。

天
皇
は、

こ
の
世
に
人
間
と
し
て
生
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

天
照
大
神
や

皇
祖
皇
宗
世
襲
の
徳
と
力
を
備
え
て
い
る
も
の
と
し
て、

最
高
の
尊
崇
を
う
け
る。

天
皇
は、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て、

聖
な
る

祖
先
の
後
裔
で
あ
る。

こ
の
事
実
は、

天
皇
が
た
と
え
否
定
さ
れ
よ
う
と
も、

神
道
的
生
命
観
と
し
て
は
絶
対
に
否
定
で
き
な
い

の
で
あ
る。

天
皇
が
現
人
神
で
あ
る
と
い
う
思
想、

す
な
わ
ち
天
皇
神
格
説
は、

神
道
主
義
者
に
と
っ
て
は、

本
体
論
の
問
題
で

あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

天
皇
が
現
人
神
で
あ
る
と
い
う
思
想
は、

神
道
と
い
う
言
葉
が
作
ら
れ
る
よ
り
ず
っ
と
前、

氏
族
社
会
共
同
体
の
僧
職
的
支
配

者
に
よ
る
統
治
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
代、

す
な
わ
ち
僧
職
的
支
配
者
が
共
同
体
の
宗
教
儀
礼
を
お
こ
な
う
こ
と
が
日
常
の
政

治
や
行
政
と
同
一

で
あ
り、

氏
族
共
同
体
の
長
が
人
間
以
上
の
資
質
を
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
ま
で
遡
る。

こ
こ

に、

天
皇
を
現
人
神
で
あ
る
と
性
格
づ
け
る
主
張
の
神
秘
性
の
淵
源
が
存
在
す
る。

現
人
神
と
い
う
こ
と
ば
は、

神
道
大
辞
典
に
よ
る
と、

神
の
心
を
心
と
し
て
国
を
治
ら
す
天
皇
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る。

こ
の
表
現
の
解
釈
に
つ
い
て
は
学
者
問
に
種
々
議
論
が
あ
る
が、

宗
教
現
象
と
し
て
み
れ
ば、

こ
れ
は
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

が
教
皇
に
た
い
し
て
抱
く
畏
敬
の
念
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
で
あ
る。

そ
の
性
格
描
写
や
敬
称
も、

東
洋
の
君
主
の
一

般
例
同
様

美
辞
麗
句
が
多
い
が、

だ
い
た
い
無
害
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と、

天
皇
は、

神
秘
的
で

近
寄
り
難
い、

臣
民
か
ら
隔
絶
し
た
存
在
で
あ
っ
た。

神
の
心
を
心
と
し
て
治
ら
す
天
皇
が
現
人
神
で
あ
る
と
い
う
本
来
の
概
念
は、

南
北
朝
時
代
の
激
動
期
に
天
皇
の
地
位
が
低
下

し、

こ
の
反
動
と
し
て
勤
皇
精
神
の
昂
ま
り
が
あ
っ
た
さ
い
に、

天
皇
と
神
と
の
完
全
な
合
一
、

す
な
わ
ち
天
皇
即
現
人
神
即
神

と
い
う
概
念
に
転
化
し
た。

極
端
な
勤
皇
論
者
が、

比
喩
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
表
象
を
歴
史
的
存
在
な
い
し
生
物
的
現
象
に
転

換
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る。

神
の
よ
う
な
心
を
持
つ
者
と
み
な
さ
れ
る
か
わ
り
に、

偉
大
な
皇
祖
皇
宗
の
徳
を
備
え
た
神
で
あ
る
と
い
う、

現
人
神
と
い
う

表
象
の
意
味
内
容
こ
そ、

明
治
維
新
以
降
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
敗
戦
に
い
た
る
ま
で、

極
端
論
者
が
天
皇
を
利
用
す
る
た

—-――�―――――_＿-
l
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神
道
研
究
所
所
報」

第
46
号、

平
成
六
年
一

月）

お
よ
び
「
w
.

P
・

ウ
ッ
ダ
ー
ド
『
占
領
と
神
社
神
道
j

の
原
文
と
翻
訳
の
「
は
じ

め
に
」

参
照。

加
藤
玄
智
は、

当
時
の
神
道
を
先
ず
国
家
的
神
道
と
宗
派
的
神
道
の
二
つ
に
大
別
し
て
い
る。

そ
し
て、

宗
派
的
神
道
と
は
十
三
派

に
分
か
れ、

文
部
省
の
宗
教
局
の
管
下
に
属
し、

仏
教
及
び
基
督
教
と
同
様
に、

行
政
上
宗
教
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
す
る。

他

方、

国
家
的
神
道
は、

さ
ら
に
神
社
神
道
と
国
体
神
道
と
に
小
別
さ
れ、

両
者
共、

政
府
当
局
は
宗
教
と
し
て
取
扱
っ
て
い
な
い
が、

自
分
の
考
え
で
は
と
も
に
宗
教
で
あ
る
と
主
張
し
た。

彼
は、

国
家
的
神
道
の
形
式
的
側
面
が
神
社
神
道
で
あ
り、

精
神
的
側
面
が
国

体
神
道
で
あ
る
と
し
て、

神
社
神
道
は
内
務
省
神
社
局
の
支
配
を
受
け、

国
体
神
道
は、

我
が
国
教
育
の
根
本
で
あ
っ
て、

文
部
省
の

監
督
の
下
で
学
校
教
育
は
何
れ
も
国
体
神
道
の
精
神
に
則
っ
て
実
行
さ
れ
て
お
り、

政
治
の
方
面
に
お
い
て
も、

こ
の
国
体
神
道
の
精

神
で
政
治
が
行
わ
れ
て
お
り、

こ
の
こ
と
は
帝
国
憲
法
の
第
三
条
に
お
い
て
「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
「
神
道
の
宗
教
発
達
史
的
研
究』

昭
和
十
年
九
月、
一

1II一
頁
参
照）
。

阿
部
美
哉
訳
「
連
合
軍
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」
（
国
際
宗
教
研
究
所
『
国
際
宗
教
ニ
ュ
ー
ズ
』

第
5
.

6
号、
一

九
七
二
年）

三

頁。

な
お、

阿
部
氏
に
よ
れ
ば、

原
文
は
手
書
き
の
原
稿
で
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う。

ま
た、

阿
部
氏
は̂
^
St
at
e
C
ult"

な
い

し̂
'
K
o
k
utai
C
ult̀9
を
「
国
体
礼
賛
主
義」

と
訳
し
て
お
ら
れ
る。

筆
者
は
そ
れ
を
「
国
体
狂
信
主
義」

と
訳
す
こ
と
に
し
た
の
で、

本
文
と
の
関
係
で
文
意
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に、

引
用
文
に
お
い
て
も
こ
の
用
語
は
筆
者
の
訳
に
統
一

し
た。

ち
な
み
に、

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
天
皇
崇
拝
の
展
開
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

天
皇
が
人
間
以
上
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
思
想
の
根
源
は、

伝
統
的
な
神
道
の
宇
宙
観、

神
観、

階
級
観、

人
間
観
等
に
由
来

す
る。

神
道
信
仰
の
も
っ
と
も
原
始
的
な
形
態
に
お
い
て
は、

人
間
と
神
と
の
あ
い
だ
に
明
確
な
区
別
は
な
い
。

す
べ
て
の
人
間

が
神
の
性
格
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る。

人
に
よ
っ
て
は、

精
神
的、

社
会
的、

な
い
し
政
治
的
地
位
が
人
な
み
す
ぐ
れ
た
神

の
よ
う
な
性
格
を
帯
び、

こ
の
世
で
も
あ
の
世
で
も
格
別
の
尊
敬
に
値
す
る
も
の
と
し
て、

存
命
中
か
ら
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る。

国
の
創
始
者
や
悠
久
の
太
古
の
神
話
的
英
雄
な
ど
は、
一

段
と
高
い
地
位
階
級
に
お
か
れ、

格
別
の
畏
敬
の
対

I 
I i
I 
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め
に
も
っ
と
も
好
都
合
な
も
の
で
あ
っ
た。

天
皇
は、

西
洋
の
神
観
念
に
比
肩
す
る
神
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
さ
れ、
一
九
世
紀

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
学
か
ら
用
語
を
借
用
し
た
明
治
憲
法
に
お
い
て
は、

天
皇
は
神
聖
に
し
て
不
可
侵
で
あ
る
と
さ
れ
た。

天
皇

は、

口
に
す
べ
か
ら
ざ
る
ほ
ど
神
聖
な
も
の
と
さ
れ、
一
切
の
批
判
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た。

天
皇
は、

他
の
人
々
同
様
有
限

の
肉
体
を
も
つ
こ
と
は
十
分
認
知
さ
れ
な
が
ら、

神
の
性
格
を
も
つ
超
人
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た。

天
皇
を
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と

同一
視
す
る
議
論
さ
え
み
ら
れ
た。

天
皇
は、

国
家
祭
祀
の
基
底
で
あ
っ
て、

日
本
政
府
な
ら
び
に
日
本
国
民
に
と
っ
て、
こ
の

国
家
即
宗
教
の
体
系
が
他
の
い
か
な
る
宗
教
も
持
ち
あ
わ
せ
な
い
尊
厳
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る。

た
し
か
に、
こ
の
よ
う
な
立
場
を
主
張
し
た
者
は
狂
信
的
な
極
端
論
者
で
あ
っ
て、

知
識
層
や
実
業
界
の
人
々
の
大
多
数
は一

九
三
0
年
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
か
け
て
こ
の
よ
う
な
狂
信
的
極
端
論
者
が
権
力
の
座
に
つ
い
た
こ
と
を
に
が
に
が
し
く
思
っ

て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る。
も
し
日
本
人
全
体
が
本
気
で
極
端
論
者
の
い
う
通
り
愚
な
思
想
を
信
じ
て
い
た
の
な
ら、

日
本
は、

昭
和
二
十
年
に、

あ
の
よ
う
な
穏
や
か
な
態
度
を
示
し
た
は
ず
が
な
い。
し
か
し、

極
端
論
者
は
少
数
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が、

ま
さ
に
こ
れ
ら
少
数
の
極
端
論
者
が
七
千
万
日
本
国
民
の
命
運
を
支
配
し
た
の
で
あ
る。

世
界
的
な
視
野
か
ら
は、

極
端
こ
そ
当

時
の
日
本
の
国
論
で
あ
り、

日
本
人
の
発
言
と
い
え
ば
極
端
論
者
の
発
言
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
（
七
八
＼
七
九
頁）

(
5)

な
お、

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は̂'
The
Occupation
 and
 Sh
rine
 Shinto"
の
中
で、
一
九
四
五
年
十
月
二
十
日
付
け
の
バ
ン
ス
の
覚
書
を

引
用
し
て
「
当
時、

彼
は
「
無
害
な
宗
教
慣
行
に
干
渉
す
る
こ
と
な
く
神
道
国
家
主
義
を
根
絶
す
る
た
め
の、

合
理
的
な
基
礎
を
提
供

す
る
に
足
る
厳
密
な
区
別
を
行
う
た
め
に』

神
道
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た」
（一
九
頁）

と
も
述
べ
て
い
る。

(
6)

＂̂
The
 A
llied
 Occupation
 of
 Ja
pan
 1945,
1952
 an
d
 Japanese
 Religions"
 Leiden
 /
 E.
 J.
 Br
ill
 /
 19
72.
 P·
XV
I.
 

(
7)

'^
The
 
A
llie
d
 Oc
c
up
ation
 

of
 

Ja
pan
 1945-
1952
 an
d
 Ja
pa
nese
 Religions"
は、

阿
部
美
哉
氏
に
よ
っ
て
『
天
皇
と
神
道」

（
サ
イ
マ
ル
出
版
会、
一
九
八
八
年
四
月）

と
題
し
て
そ
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
る。
し
か
し、
こ
こ
で
の
引
用
は、

筆
者
の
翻
訳

で
あ
り、

引
用
頁
数
は
原
本
の
頁
数
を
指
し
て
い
る。

．

"^
The
 Oc
c
upa
tion
 and
 Sh
rine
 Shinto"
に
お
い
て、

ウ
ッ
ダ
ー
ド
は-̂
State
Cult"
•
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
た
が、

本
書
に

お
い
て
は-̂
Ko
ku
ta
i
Cu
lt"
を
用
い
て
い
る。
「
連
合
国
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」
に
お
い
て
ど
ち
ら
を
用
い
て
い
た
の
か
は
分
か
ら

な
い。神

祇
院
に
つ
い
て
は、
「
神
祇
院
は、

神
社
の
地
位
を
政
府
内
の
最
高
の
位
に
ま
で
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
頑
強
な
扇
動
運
動

の
結
果
と
し
て、
一
九
四
0
年
に
内
務
省
の
中
に
設
置
さ
れ
た。

過
激
論
者
た
ち
の
案
は、

八
世
紀
初
頭
の
神
祇
官
の
よ
う
な
内
閣
の

上
に
位
す
る
官
庁
を
要
求
し
て
い
た
が、

政
府
と
し
て
も
そ
こ
ま
で
完
全
に
責
任
を
放
棄
す
る
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め、

こ
の
案

の
主
唱
者
た
ち
は、

内
務
省
内
の一
院
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た」
（
三
七
頁）

と
述
べ
て
い
る
に
と
ど
ま
る。

「
国
家
神
道
j

(一
九
七
0
年、

岩
波
新
書）

七
八
1
八
0
頁。

村
上、

前
掲
書、

七
八
．
―
-
九
・
一
三
0
頁。
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